は、 ただ 釣糸の 上 を 伝播して くるひ そかなる 弦 振動に、 

博士 自身の 触覚 感を 預けて いたので あ つ た。 

すずき 

目の 下 二 尺の 鯛が 釣れようと、 三年の 鱸が 食いつ 

みみず はえ 

こうと、 あるいは また 間違って 糸蛇蚓 ほどの 鮑 (註に 

曰く、 ハエ を ハヤと いう は 俗称な り。 形 鮎に 似て 鮎に 

非なる 白色の 淡水魚な り) がひつ かかろうと、 あるい 

は 全然な にも 釣れな くと も、 どっちで もよ いので あつ 

た。 釣 を 好む は 糸 を 垂れて 弦 振動の 発生 をた のしむな 

リ。 いや 弦 振動の 発生 をた のしむ に 非ず、 文 王の 声の 

波動 を 期待す るのに あ つたろう。 

楊 博士 は、 近代の 文 王と は、 誰の ことであろう かな 



「ああ 楊 博士、 あなた を どんなにお 探しして いたか 分 

りません。 周 子の 易に (北緯 百 十三 度、 東経 二十 三度 

附近に あり、 水に ちなみ、 魚に 縁 あり、 而 して 登る や 

屏風岩、 いでて は 軍船 を 爆沈す) と 出ました が、 ああ 

なんたる 神 易でありましょう か」 

「 …… 」 

博士 は闐 として、 化石に なりきつ ていた。 

「もし 楊 博士、 猛 印からの お迎えであります ぞ」 

「猛 印と いえば —— 」 と 博士 はこのと き やおら 顔 を あ 

げて、 「猛 印と いえば、 北京の 南西 二 五 〇〇 キロ メ ー ト 

ル、 また 南京の 西南西 二 〇〇〇 キロ メ ー トル、 雲 南 省 



—— 支那 大陸 紀元 八十 万 一 年 重陽の 佳日、 中国 軍政 

府 最高 主席 委員長 チャンス 力 ャ • カイ モヴ イッチ • シャ 

ノ フ恐惶 謹言 頓 首々々 恭々 しく 曰す。 こいね がわく ば 

楊大 先生の 降魔 征 神の 大 科学 力 を もって、 古今 独 歩 未 

曾 有の 海戦 新兵 器 を 考案せられ、 よっても つて 我が 沿 

岸 を 親しく 下り 行きて、 軍船 を 悉く 撃沈 せられん こと 

を。 而 して 右に 関し、 軍船 一艘 ごとに 金的 貨ニ万 元 を 

贈り、 なお 且つ 副賞と して、 潜水艦に は 三 万 元、 駆逐 

艦に は 一 万 元、 内火艇 十 元、 短 挺 四 元、 上陸 部隊 満載 

の もの は 倍増し、 軽 巡に 於て は 二十 万 元、 航空母艦に 

…… (ここで 博士 は 大きな 欠 阵をー つして、 途中 を 読 



むの をぬ かし、 その 最後の 行に 目 をう つして みると) 

^に 副 官府 大監馮 兵 歩 を 使と して 派遣し、 楊 先生 を 中 

国 海戦 科学 研究所 大師に 任ずる ものな リ —— 

博士 は その 長い 辞令 を馮 兵が の 前に ぼんと 放り だし 

て、 

「なんだい、 これ は」 

といった。 

馮兵歩 は、 そこで 慌てながら、 大 辞令の 意味 をい ろ 

いろと 詳細に 説明 をして 博士に 聞かせた が、 博士 は 

い つ こう 合点の ゆかぬ 面 持であった。 

馮大監 は、 博士と もい われる 人の、 理解力の 貧困 さ 



に 呆れ かえった が、 そのうちに、 彼 は、 いずくん ぞし 

らん 楊 博士が 中国が いま 大日 本 帝国と 大戦 争 中で ある 

， J と を ぜんぜん 知らな いらし いこ とに 気が ついた。 

そこで 気がついて、 彼 は 蘆溝橋 事件から はじまった 

中国 対 東洋 鬼 国との 戦闘 経過 をの こりな く 一 部 始終 を 

説明した ところ、 博士 は はじめて 手 をう つて、 

「なるほど、 承って みれば、 戦争 科学と いう もの は、 

げ にげに 面白い もんだ のう」 

と、 たいへん 興味 を 湧かした ようであった。 ことに 

首都が 雲 南 省の はずれのと ころまで 移動した ことにつ 

いても 津々 たる 興味 を もち、 もしもう 一度 空爆 を さけ 



むつ かしい 反省 は それ 以上し ない ことにして、 楊 博 

士は あたり を 見廻した。 なに か キヤ タ 公が 来て いない 

かと 心待ちして。 

そのと き 博士 は、 屏風岩の 上に 一 冊の 雑誌が 落ちて 

いるのに 気がついた。 なにげなく とりあげて みると、 

たいへん 物 珍ら しい 外国 雑誌であった。 表面に は 中国 

婦女子の 顔が 大きく 油絵 風に 描いて あって、 たぶん そ 

れは誌 名な ので あろうが、 "SIN-SEI-NENW 

と美 国文 字が つらねて あった。 

「ほう、 どうして こんな ものが 落ちて いたの かな」 

博士 は それが、 今暁 この 屏風岩の 上空 を とんで いつ 



きものが 多々 あつたの である。 なかん ずく 著者の コン 

クル ー ジョンであった。 * —— 軍用鳩 あり、 軍用犬 あり。 

豈、 それ 軍用 鼠な くして 可な らん や！" 

これ を 読んだ 楊 博士 は、 団扇の ような 掌 をう ち、 近 

眼鏡 を ぼろり と 膝のう えに 落として、 

「う— む、 これ あるかな、 東洋 ペン 鬼の 言 や」 

と、 はるかに 東天 を 仰いで、 三拝九拝した。 これ は 

楊 博士が 気違いに なった ので はなく して、 いまこ そ 彼 

は、 軍船 撃滅 法 発見の キ ッカケ をつ くる 有力なる キヤ 

タ ライザ ー に めぐりあ つたこと を 喜ぶ の あまり、 つま 

り 驚喜 乱舞と いう 狂 燥 発作に 陥った のであった。 



楊 博士 は、 雑誌 を 胸に いだき、 巌頭に 立って 右手 を 

高く 天空 に あげなが ら 叫んだ ことであった。 いわく、 

「ああ 偉大なる 東洋 鬼。 され ど 吾れ はさら に 偉大な り。 

君が 卓越した る アイデアに、 吾れ はさら に 爆弾 的 

ヌ ー . アイデア を 加えん。 * 軍用鳩 ぁリ、 軍用犬 あり、 

軍用 鼠 あり。 しかして 豈 それ また 軍用 胶な くして、 ど 

うして どうして 可な らん 哉" と」 

唐人の寝言 は、 このへんで 終結した。 

彼 は 釣糸 も 雑誌 も 弁当 も 煙管 も、 そこへ 置き つ ぱな 

しにした まま、 自転車に ひらりとう ちまたが ると、 ぺ 

ダル かき 鳴らし、 広東 郵便局まで 電信 をう つため に 力 



走 また 力走 をつ づける のであった。 

早く も それから 一 週間の 日が もろに 過ぎた。 海戦 科 

学 研究所 大師、 楊 博士 は、 いま 臨海 練 魚 場の 巌頭に 立つ 

て、 波立つ 水面 を、 じっと見 つめている のだった。 

「どうも まだ、 これで は 員数が 不足 だ。 もうあと、 少 

なくと も 三千 頭 は 集めたい もの じ や。 さっそく 政府に 

請求しょう」 

例の 桃 葉 湯の ような 色 をした 海面に は、 やがて 広東 

料理に なるべく 宿命 づけら れ ている とも 知らず、 稜々 

たる 三角形の 鰭 を 水面に 高く あらわして、 近海 産の 世 

にも 恐ろしき タイガ ー . シャ ー ク、 つまり 短く 書く と 



ます」 

「よお し、 では そっちへ ゆこう」 

楊 博士 は、 の そりの そりと 練 魚 司令部へ 足 を はこん 

だ。 そ- J は 海岸 の 中へ ずっとつ き だした 弁天 島の よう 

こじま 

な小嶼 があった。 教官 連 を はじめ、 それぞれの 係員 は 

それぞれの 配置に ついて、 いまや 命令の 下る の を 待つ 

ばかりにな つていた。 

楊 博士 は、 水う ち 際の 適当なる 場所につつ 立った。 

「では、 始める ぞ」 

「みんない いか、 用意！」 

海面に は虎較 が、 将棋の駒 のように ずらり と 鼻 をな 



らべ て 左右の 戦友 を ピントの 合わない 眼 玉で 眺めて い 

る。 

「いいねえ。 では —— はい ッ、 キヤ メラ！」 

—— という 具合に なって 来たが、 練 魚の 最初に おい 

て は、 ト ー キ ー 撮影と たいした かわりがない。 しかし、 

その あと は 断然ち が つ てく るので あった。 

ガガ— ン、 ガガ ー ン。 

それが 虎胶 どもへの 信号であった。 胶 ども はいつ せ 

いに スタ— ト. ライン を はなれて 前方へ われ 先へ と 

ダッシュした。 ものすごい スパ ー ト である。 鮫膚と 鮫 

膚とは 火の ように すれあい 鰭と 鰭との 叩き あいに は 水 



の 模型が、 上から 巨大な 起重機で もって 吊り下げられ、 

もちろん その 船底と 廻る スクリ ュ —と は 水面下に あ つ 

た。 

がんがん、 がり がりがり、 と 激しい 衝撃 音が する。 

くわつ くわつ くわつ、 と、 オット セィ のよう な 擬音 

のうまい 鮫 もま じっていた。 そのと き 楊 博士 は、 ころ 

よしと 銅鑼の まんなか をば ばんじ やら じ やらと 引っぱ 

たいた。 

いっせいに、 真に いっせいに、 いままで 形相 ものす 

ごく、 模型 船 を かじって いた 虎 鮫 ども は、 かじる の を 

やめて、 さっと 身 を 引き、 粛々 として、 また スタ J r . 
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